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論文内 容の要 t:. 回
強磁性稀土類金属及び合金中のTb1'l9 Dy161 Dyl63 Er 167 の核磁気共鳴が 1.50Kにおいてスピンエコー
方式を用いて観測された。それらの結果からこれらの金属中の超微細構造相互作用の大きさを知り，
又伝導電子の分極の大きさを知ることが出来た。さらに核磁気緩和時聞の測定や NMR enhancement 
の大きさの測定も行ないこれらの金属の磁気的性質に関する知見を得た。
論文の審査結果の要旨




君は周波数 500MC より 4000 MC にわたる大出力のスピンエコー装置を組立ててそのシグ、ナノレの検
出に成功した口その共鳴線は例えば Dy163 では 347， 755, 1163, 1574, 1984 MC の 5 本の大きく分れた
線から成りたっていることからもその検出の困難が分る口この中心線の位置は強磁性体の内部磁場に
関係し，その分裂は核四重極能率と内部電場勾配に関係している口小林君はとれ等のスペクトノレを
D y l63 , I61 Tbl59 及びその合金で観測して， その内部磁場が稀土類元素の不完全 f 殻のスピンに直接由
来する部分と，自由電子が間接に影響している部分とに分けて考察し，合金になったときの振舞を論
じた。又ピンスエコーの方法をそのまま用いて ， Dy 合金における Dy の核磁気緩和も測定した。
これ等の実験は強磁性稀土類金属の内部磁場の様子を直接とらえるととによってその磁性の本質を
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明らかにするものであって，大変有力な手段である。乙のような開妬的な仕事は博士論文として十分
の価値があるものと認められる。
- 18-
